
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
菊
池
三
渓
の
自

筆
稿
本
と
旧
蔵
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
明
治
三
十
三
年
十
二
月
に
三
渓
の
養
子
、
菊

池
左
馬
太
郎
に
よ
り
京
都
帝
国
大
学
に
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
こ
の
初
め
て
の
詳
細

な
目
録
で
あ
る
。

本
目
録
「
は
じ
め
に
」
（
福
井
辰
彦
氏
）
で
、

そ
の
概
要
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

菊
池
三
渓
は
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
Ｊ
紀

州
和
歌
山
藩
の
儒
者
菊
池
梅
軒
の
子
と
し
て
生
ま

れ
た
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
将
軍
侍
講
と

な
る
も
の
の
、
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
致
仕
し
、
宗

道
村
に
退
隠
。
常
総
各
地
を
転
々
と
し
、
明
治
四

年
（
一
八
七
二
東
京
へ
、
翌
年
京
都
に
移
る
。

後
、
東
京
で
警
視
庁
御
用
掛
、
大
阪
府
立
中
学
一

等
教
諭
な
ど
の
職
を
経
て
、
二
十
一
年
ま
で
に
は

再
び
京
都
に
移
り
、
二
十
四
年
十
月
七
十
三
歳
の

と
き
若
狭
国
小
浜
で
没
す
。
主
な
著
書
は
「
晴
雪

〔
新
刊
紹
介
〕

福
井
辰
彦
編

『
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

菊
池
三
溪
自
筆
稿
本
目
録
』
武
田
悠
希

楼
詩
紗
」
（
慶
応
三
年
）
、
「
東
京
写
真
鏡
」
（
明
治

七
年
）
、
「
西
京
伝
新
記
」
（
同
年
）
、
「
本
朝
虞
初

新
誌
」
（
明
治
十
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。

「
漢
詩
・
漢
文
が
ま
だ
生
き
た
文
学
で
あ
っ
た

明
治
二
十
年
頃
ま
で
の
文
学
や
文
化
を
考
え
る
う

え
で
、
三
渓
は
重
要
な
存
在
で
あ
る
」
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
研
究
は
余
り
進
ん
で
い
な
い
。
編

者
は
、
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
重
要
な
一
次

資
料
で
あ
る
自
筆
稿
本
が
十
分
に
認
知
、
活
用
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
点
を
指
摘
す
る
。

三
渓
の
作
品
の
う
ち
公
に
さ
れ
た
も
の
は
少
な

く
、
そ
の
伝
記
や
文
業
を
明
ら
か
に
す
る
う
え

で
、
自
筆
稿
本
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
そ
の

多
く
に
記
さ
れ
た
、
他
の
文
人
に
よ
る
批
点
や
評

語
の
書
き
入
れ
は
、
当
時
の
文
人
間
の
交
流
や
、

漢
詩
文
の
制
作
、
推
敲
の
過
程
を
伝
え
て
い
る
。

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
貴
重
書
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
す
べ
て
を
通
覧
す
る
こ
と
は
容
易
で

な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
よ
り
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
期
し
て
、
本
目
録
が
刊
行
さ
れ
た
。

そ
の
特
徴
は
、
全
六
十
点
の
自
筆
稿
本
す
べ
て

の
書
誌
と
内
容
を
詳
細
に
記
す
点
で
あ
る
。
詩
に

つ
い
て
は
詩
体
を
記
録
し
、
三
渓
自
身
に
よ
る
文

章
を
、
印
を
付
し
て
示
す
。
こ
の
よ
う
な
配
慮
に

よ
っ
て
、
本
書
は
、
自
筆
稿
本
の
全
体
像
を
概
観

で
き
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

本
書
を
眺
め
る
と
、
三
渓
の
自
筆
稿
本
が
、
当

時
の
文
学
状
況
や
文
化
状
況
に
つ
い
て
、
多
く
の

情
報
を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
自
筆
資
料

調
査
の
便
宜
が
図
ら
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
近
世
・
明
治
に
関
わ
る
事
項
を
研
究
す
る
者

に
と
っ
て
は
、
本
目
録
が
、
新
た
な
足
が
か
り
を

見
出
す
契
機
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
。
本
書
を
利

用
し
、
三
渓
自
筆
の
資
料
と
向
き
合
う
こ
と
は
、

三
渓
研
究
の
み
な
ら
ず
、
広
い
範
囲
に
お
け
る
研

究
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
発
行
、
平
成
二
十
四
年

三
月
、
百
三
十
九
頁
）

（
た
け
だ
．
ゆ
き
本
学
博
士
後
期
課
程
）
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